
 

備前国（岡山県）の刀工 

長光によって作られた太刀。 

「大般若長光」の名前の由来は、室町

時代の値打ち銭六百貫と大般若経六

百巻をかけたもの。 

持ち主の変遷 

第１３代将軍足利義輝→三好長慶→織

田信長→徳川家康→奥平信昌→松平

忠明→伊東巳代治伯爵→現在は東京

国立博物館に所蔵されている。 
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日本刀の所蔵数では、刀・やり・なぎ

なた・小刀など約１，０００振りが収蔵

され、その数は国内最大級。特に有

名なのが「物吉貞宗」（ものよしさだむ

ね）と「鯰尾藤四郎」（なまずおとうしろ

う）。これらは「刀剣乱舞」で擬人化され

若い世代にも知られている刀。 

一文字とは日本刀刀工の一派。

通常「一文字」と呼ぶ場合、福岡

一文字か吉岡一文字を指し、国

宝に指定されているものが多い。 

２０１５年に配信が開始されたゲーム

「刀剣乱舞」は、実在の名刀を擬人

化した「刀剣男子」という複数のキャ

ラクターがいる。このゲームをきっか

けに名刀に興味を持ち、博物館や

美術館、神社などに出かける女子が

増えて、こう呼ばれるようになった。 

◆刀剣女子 ◆長篠一文字 ◆徳川美術館 

持ち主の変遷 

織田信長→奥平貞昌→松平家→

西郷隆盛→山縣有明→個人蔵 
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◆大般若長光 

 


